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　人生を懸けてメ
ガネ作りに挑んだ
人々の情熱と愛の
物語を描いた映画
が、10月20日より
福井県で先行公開
され、11月3日より
角川シネマ有楽町
他、全国で公開さ
れる。
　藤岡陽子著「お
しょりん」（ポプラ
社）を元にした同作
は、明治時代の福
井を舞台に、豪雪
地帯のため冬は農作業ができず収入
の道がなくなる村を助けようと、メガネ

工場をゼロから
立ち上げた増永

五左衛門と幸八との兄弟
と、二人を信じて支え、見
守り続けた妻・むめを描い
た、挑戦と情熱、そして家族
の愛の物語。
　史実をもとに福井がメガ
ネの聖地となった成り立ち
を追いかけ、“ものづくり”
の魅力と、実用品かつ装飾
品でもあるメガネに渾身の
技術と魂を吹き込む職人と
彼らを支える家族を感動的
に描き上げた。
　主人公のむめ役を演じ
た、北乃きいさんは、「福井
を代表する眼鏡産業の礎
となった兄弟の物語で、そ

の中で夫を支える増永むめさんという
強く凛とした素敵な雪国の女性を演じ
させて頂けると知りとても嬉しかった
です。福井といえば『おしょりん』と思っ
ていただける映画になったと思いま
す」とコメントしている。
　予告映像では、人生を懸けてメガネ
作りに励んだ人々と、そんな彼らにも
負けない情熱で夫と義弟を支え、様々
な困難にぶつかる村人たちを鼓舞す
る北乃きいさん演じる、むめの姿が情
熱溢れるセリフとともに綴られる。
　さらにポスタービジュアルにも「メガ
ネが、彼らの〈せかい〉を変えた」という
キャッチコピーがあり、メガネ作りに情
熱を燃やした人々の信念が伝わってく
るデザインになっている。

　天然のカラーストーン
100種類以上を取り扱う
ジュエリーブランドBIZOU
Xが、「ラボグロウンの宝石
（人工宝石）」を使用したサ
ステナブルなジュエリーと
して、ラボグロウン・アレキ
サンドライトを用いた新作
ジュエリーを発売した。
　今回は、“宝石の王様”とも称される
アレキサンドライトをラボグロウンで実
現した、「ラボグロウン・アレキサンドラ
イト」を用いた新作ジュエリーを発売。
新作では、アレキサンドライトの最大の
特徴である、光源により、グリーンから
バーガンディー（深みのある赤色）へと

変わるドラ
マティック
なカラー
チェンジも

存分に楽しめる、高品質の「ラボグロウ
ン・アレキサンドライト」を贅沢に使用。
全３種類のデザインで、リング、ピアス、
ペンダントトップがラインナップする。
僅かな隙間もなく贅沢に敷き詰められ
た、7石のアレキサンドライト。世界三大
希少石のひとつでもあるアレキサンド

ライトは、世
界中のジュ
エリー愛好
家たちが憧
れる特別な
宝石。「テオ
トール」は、
そんな希少
石の「原鉱

石」から生み出されたラボグロウンの
ルースをレール状に並べて誕生したエ
タニティリングだ。
　サイズ・色・透明度、厳格な基準をク
リアしたルースがなければ、端正な
レール留めのリングをつくることはでき
ない。厳しい品質管理と、寸分の狂い
もない職人たちの正確なカッティング
技術により実現した、至高の一本だ。
今回使用する原料は、結晶化の仕方や
透明度が劣るなどの理由で取り残され

た天然のアレキサンドライトの原鉱石。
それを精製して、天然石が自然のマグ
マの中で生成される過程を再現したラ
ボで再結晶化させている。 製造は京セ
ラ㈱が京都で行い、「クレサンベール」
の名称で商標登録されている。また、環
境管理システムに関する国際規格
「ISO14001」の認定も受けている。
　成分・組成は天然石と同じで、石に
とって理想的な環境で育成されるた
め、高い透明度を持ち、純度が高く、さ
らに耐久性にも優れている。この宝石
の大きな魅力のひとつは、採掘が難し
い種類・サイズ・シェイプのルース（裸
石）を育成できること。
　限りある資源を最大限に活かし、人
の手へ繋ぎ愛されるようにしていきた
い。そんな想いから、ビズーでは2022年
よりラボグロウン・カラーストーンを用い
たジュエリーシリーズを展開している。

■新理事長に、芝久芳氏
　和歌山県時計貴金属眼鏡

　和歌山県時計貴金属眼鏡商業協同

組合は、このほど「第74回定時総会」
を開き、新理事長に芝久芳氏が就任し
た。
　芝理事長は、「同組合を取り巻く状

況は極めて厳しいが、組合事業の健全
な運営と発展のため微力ながら最善を
尽くす所存です」と、書面を持って表明
している。

　ダイヤモンド専門店「ラザールダイヤ
モンドブティック」銀座本店が20周年
を記念し、感謝の気持ちを込めたアニ
バーサリーフェアを開催中。
　ダイヤモンドの輝きの美しさをどこ
までも追求したブランドならではの婚
約指輪、結婚指輪を多数用意し、購入
者へオリジナルノベルティをプレゼン
ト。専用フロアでは、知識豊富なジュエ
リーコーディネーターが大切な指輪選
びをサポートする。

　㈱コダマ（山梨県甲府市）
の小玉実氏が社長を退任し、
会長に就任。後任社長には、
小玉佑太氏が就任した。
　小玉新社長は「責任の重さ
に身の引き締まる思いで一杯

でございます。今後は全社員一致団結
して社業発展のため微力ながら先進
努力する所存でございますので、今後
とも一層のご指導ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます」と書面にて挨
拶した。

　ダイヤモ
ンド、ジュエ
リー、着物の
総合商社の㈱オリエ
ンタルダイヤモンド
（千代田区、森啓輔社
長）は、自社のBridal 
J e w e l r yブランド
「HOSHI no SUNA」
より、新たなプロポー
ズリングを7月7日に
発売する。
　今回のプロポーズリ
ングは、ジュエリーボックスとセットに
なっている。ジュエリーボックスには小さ
なLEDライトが搭載され、ボックスを開
けると同時に、プロポーズリングを明るく
照らし出す、特別な仕様となっている。
　その為、夜景を楽しみながらや、満
天の星空の下で、花火大会でなど、リ
ングが見えづらい夜のシーンでも、ロマ
ンティックで、サプライズな演出が可能
な画期的な商品となる。
　HOSHI no SUNAプロポーズリン

グは1カラッ
トと同じ大き
さ の セ ン

ターストーン（キュー
ビック）を引き立たせ
る豪華なデザイン。サ
イズは共通で11号。
　リングのサイドには
『Will You marry 
me？』（結婚してくだ
さい）のメッセージが
入っている。
　ふたりの未来を輝か

せる星の明かりがリングを照らし、心あた
たまる感動的なプロポーズを演出する。

　RX Japanが初めて一般ユーザー
向けに主催するジュエリーの祭典
「TOKYO JEWELRY FES」の特別企
画で、普段はなかなか見られない原石
やジュエリーが展示される。

　KLANKA Ginza Tokyo Tower
は、レアな108.53ctのパライバトルマ
リンを、日本宝石協会は、世界的オー
クションハウスと共に世界ツアーが予
定されている推定2億円の7.14ctのカ
シミールサファイアを、ジュエリーピコ
は、40年の歴史の中でも100石ほどし
かないといわれる0.32ctのアーガイル
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アレキサンドライトのジュエリーを
ラボグロウンの宝石シリーズから発売

BIZOUX
夜のシーンでもロモンティックに

産のレッドダイヤモンドを展示する。
　Z世代に向けては、ジェンダーレス
ジュエリーや、SDGｓと可愛いを両立
できるサステナブル・エシカルジュエ
リー、リフォーム、継承の仕組みなどが
紹介されている。会場には1万人が来
場する見込み。

　国際情勢の複雑化、社会経済構造
の変化等により、安全保障の裾野が経
済分野に急速に拡大する中、国家・国
民の安全を経済面から確保するための
取組を強化・推進することが重要とされ
ている。それを実現するべく岸田内閣に
おいて「経済安全保障推進法」が制定
され、以下４つの制度を創設された。
①重要物資の安定的な供給の確保
②基幹インフラ役務の安定的な提供
の確保
③先端的な重要技術の開発支援

④特許出願の非公開

　□このうち④については、安全保障
上拡散すべきでない発明につき特許出
願が行われた場合に、出願公開等の特
許手続を留保し、情報流出防止の措置
を講ずる。
　例えば、武器に用いられ得る先端技
術、深刻な加害行為に用いられ得る先
端技術、大量破壊兵器への転用が可能
な核技術などは「国家及び国民の安全
を損なう事態を生ずるおそれが大きい発
明」に該当するとして、通常の特許出願と
異なり、公開しないこととなる。非公開の
対象となった出願人には、特許収入に代
わる金銭保証制度を導入する予定。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の84

2024年から特許非公開制度開始

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

（6）　　2023年（令和5年）7月1日　　 （昭和25年2月28日第3種郵便物認可）　 第2482号

　とある総会で、「情報を
知りたい」と「情報は出し
ている」との押し問答が
あった。
　その際に、業界紙をどれ
だけ読んでいる人がいる
か…との発言があり、「業
界紙は意味が有る」のか
「業界紙は意味がない」な
のか、どちらの意味で使わ
れたのかは定かではない
が、組織として正しい情報
を会員全員に伝える責任
はあるだろう。そういった
意味で「情報は出してい
る」との発言だったことは

わかる。なぜなら業界紙に掲載されて
いるし、組織のHPにも載せていたから
だ。
　情報を自ら取りに行くことも必要だ
ろう。その手間を省き、本業に専念す
るためにも「業界紙」が存在する。
　その一方で、ニュアンスや文章によっ
ては勘違いが生じる事や、本当の意図
が伝わりにくい事もある。きちんと伝え
ないため理解されずに大切な会員を失
うことにも繋がるので議論は大切だ。
　押し問答になった内容は、「4500
円の年会費の意義」だった。業界が
一丸となり自分の為にもなるものだか
ら、ドネーションと思い払って欲しいと
いう側と、何かしら具体的なメリットあ

る理由がないと会員に説明できない
という意見の対立だった。
　きっと年中組織に関わる人であれ
ば、ドネーションと言われても理解で
きるはずの話だが、日頃から組織や業
界を考えていな人には4500円が無
意味に思えるのだろう。
　業界紙の年間購読料（弊社は
8500円）も払わない購読者が多いこ
とを考えると、その意識改革は難しい
し、ドネーションの言葉では響かない
のかもしれない。
　100年に一度の大改革がはじまり、
産業改革が必要な時期であるからこ
そ、産業に向き合ったビジネスを構築
して行ってもらいたい。
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